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タイトル：大学と地域の連携に関する研究

1. 緒言　※章や節のタイトルに指定はありません。
　少子高齢化をむかえるなかで，大学あり方も変化せざるを得ない状況にある（東京・千葉，2020）。大学は，第一義的に「学生」のために存在しているが，・・・・．大学地域連携学会（2022）は，・・・・と述べている。
　本研究の目的は，・・・であった。

2. 方法
2.1. 対象者
　本研究の対象者は，・・・。

2.2. 
2.2.1.

2.3.

3．結果
　図1には○○を示した。
<図1　挿入>
※図や表を挿入する位置を示す
4. 考察

5. 結論
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＊図表は別にまとめる。
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